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１　□　協議案件　　　

巡視箇所（1）

　２　■　巡視対象 ■　重要水防区域
□　地すべり・がけ崩れ

□　その他
場所(　山　路　)

四万十市山路　四万十川(右)５/６～６/０＋１７６ｍ付近
堤体漏水（B）

当箇所は、重要水防箇所の「堤体漏水（Ｂ）」になっている。また、堤内側堤脚ブロック積に老朽化（ゆる
み、目地開き、空洞、はらみ）が見られる。その中で、上流部(L=129m)は老朽化（ゆるみ、空洞、はらみ）
が進行している。最下流部(L=105m区間)は、ブロック高も高く（3m程度）、平ブロック積み背面の裏込部に
は緩み、空洞が見られる。
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１　□　協議案件　　　

巡視箇所（2）

　２　■　巡視対象 □　重要水防区域
□　地すべり・がけ崩れ

■　その他
場所(　初　崎　)

四万十市初崎　四万十川(右)０/４＋１２２～０/８＋１２４ｍ付近
初崎堤防完成

当箇所は、R5年度まで無堤地区だったため、重要水防箇所の「越水（A）、その他（堤防断面）堤体漏水
（Ａ）」になっていたが、堤防完成のためR6年度より指定解除となった。
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浸水区域（浸水面積4.4ha、床下浸水7戸）
初崎箇所の浸水範囲
（平成17年9月)

○ 初崎箇所は、四万十川右岸河口部に位置し、地区流域面積は0.149km2である。

○ 対岸下田地区と同様に無堤部であり、計画高水流量16,400m3/sに対して現況流下能力12,650m3/sと著しく低く、
平成17年9月台風14号では、高潮により浸水面積4.4ha、床下浸水家屋7戸の被害が発生している地区である。
更に南海トラフ地震で想定される津波高さによっても浸水する地区である。

○ 渡川水系河川整備計画においては、戦後最大流量を記録し甚大な浸水被害を発生させた昭和38年8月洪水と同
規模の洪水・室戸台風規模の台風時に、発生が想定される高潮に対して、整備することが位置付けられており、
早急に無堤部対策を実施する必要がある。
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四万十市重要文化的景観整備活用計画検討会による
堤防計画における配慮事項

堤外側
①波返しは化粧型枠を使用した
②護岸工は自然石による植石コンクリー
トブロックとした

堤内側
②護岸工は自然石による
植石コンクリートブロッ
クとした

特殊堤部（コンクリート重力式）

四万十市重要文化的景観整備活用計画検討会による
堤防計画における配慮事項

堤外側
①波返しは化粧型枠を使用した
②護岸工は自然石による植石コンクリー
トブロックとした

堤内側
③護岸工は覆土ブロックとして法面を緑化した

陸上部
④タブノキ群落の川側に防を配置し、極力、
タブノキ群落を保全した

土堤構造部（コンクリート被覆式）

１，３工区

２工区

 


